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最新医療紹介

近年、腹腔鏡を用いた外科手術は技術・機器共に急速
に発展し、消化管領域さらに肝胆膵領域においても広く行
われるようになってきました。また、内視鏡下手術支援ロボッ
ト（da Vinci Surgical System, Intuitive Surgical 社）が
登場し、本邦においても胃がんや大腸がんに適応が広がり
つつあります。

当院肝胆膵外科では、胆嚢摘出術の98％に腹腔鏡下胆
嚢摘出術を行っています。また、総胆管結石手術や肝切除、
膵切除においても腹腔鏡下手術を導入し、適応のある患者
さんに対して積極的に適用しています（図1）。

腹腔鏡手術の特徴
腹腔鏡手術では5mm ～ 10mmの

ポートを腹部の4 ～ 5カ所に装着し、
腹腔鏡（5 ～ 10mm）を腹腔内に挿
入してモニターに映し出された映像を
見ながら、鉗子を用いて手術を行いま
す。（図2）腹腔鏡手術の最大の利点

は開腹手術に比べて手術創が小さい点であり、それに伴い
創部痛の軽減、早期回復・早期離床、そして早期社会復帰
が可能となります。また、腹腔鏡手術では手術野がモニター
に拡大表示されるため、繊細な手術操作が可能となり出血
量の低減につながっているといわれています。

腹腔鏡下肝切除の導入
当院では、肝外側区域切除・肝部分切除術に対して腹

腔鏡手術を導入しています。肝臓は右上腹部に固定された
実質臓器で、病変の部位に応じて手術体位や肝臓の牽引
方法を工夫し、安全かつ確実に肝切除を行っています（図3）。

膵体尾部切除
膵体部～尾部に生じた良性・低悪性度病変が対象とな

ります。周囲の血管（脾動静脈）と脾臓を一緒に切除する方
法が一般的ですが、病変の大きさや血管との位置関係に
よって脾臓を温存する膵体尾部切除術も行っています。

その他の腹腔鏡手術
総胆管結石手術、肝嚢胞開窓術、脾臓摘出術などにおい

て腹腔鏡手術を導入し、良好な成績を得ています。
おわりに

肝胆膵外科領域における腹腔鏡手術は高度な技術を必
要としますが、当院では内視鏡外科技術認定医、肝胆膵外
科高度技能専門医の資格を有する外科医が診療を担当し
ています。今後も腹腔鏡手術を含めた安全かつ確実な診療
に励んでいきたいと思います。

外科医長　北里 周

肝胆膵外科領域における腹腔鏡手術
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令和元年度　第32回大村地域医療連絡協議会

令和元年6月27日
に、大村地域医療連絡
協 議 会がインターナ
ショナルホテルで開催さ
れましたので、ご報告い
たします。本会は大村
市医師会、大村市内の

公的3病院（長崎医療センター、市立大村市民病院、
長崎県精神医療センター）の円滑な医療連携を目的
として昭和の時代から開催されているもので、今年で
第32回となります。今回当院からは新任の医師53名を
含む約80名が参加しました。

前半の協議会では、朝長昭光大村市医師会会長、
3病院の江﨑宏典院長、立花一幸管理者、高橋克朗
院長のご挨拶がありました。続いて意見交換として、岡
浩之大村市医師会理事より、「アドバンスド・ケア・プラ
ンニング（ACP） の手引き」、3月に開催された市民公
開講座の劇「そいでよか！　そいがよかばい！」のビデ
オの紹介があり、ACPが地域として取り組むべき大変
重要なテーマであることを共有しました。当院の八橋
弘副院長からは「多剤耐性菌対策と高度救命救急セ
ンター再開にむけて」として、今回の当院の高度救命
救急センター閉鎖に至った経緯と再開にむけての取り
組み状況についての説明を行い、引き続いてのご理解
とご協力をお願いしました。

統括診療部長　吉田 真一郎

その後、懇親会へと移りました。最初に山下直宏大
村市医師会副会長から乾杯のご発声を頂き、歓談が
始まりました。会では恒例の新入出席者紹介があり、
当院からも53名が自己紹介の挨拶を行いました。続い
て前々日の25日夜に開催された医師会主催のボーリ
ング大会の表彰が行われました。当院からは外科、研
修医より8名が参加し、山下万平先生が個人戦4位で
最上位の結果でした。

例年通りの和気あいあいとした雰囲気の中で会は
進み、最後は田崎賢一大村市医師会副会長の万歳
三唱でおひらきとなりました。お互いが顔を合わせて
懇親を深めることで、大村地域におけるさらに良好な
連携関係の構築につながっていくものと思います。今
回は特に地域の医療機関にも大変ご迷惑をおかけし
ている中で、あらためて本会の重要性を実感いたしま
した。最後になりましたが、会をご準備頂きました大村
市医師会、関係の皆様に感謝申し上げます。

新任医師紹介

循環器内科医師
石松　卓
　7月から循環器内科に着任いたしまし
た石松卓(たかし)と申します。循環器内

科領域の中でも、特に不整脈専門医として、患者さんの
病状改善および県央地区の不整脈診療のお役に立て
ますよう努力して参ります。動悸や原因不明の失神など
不整脈が原因と考えられるが正確な診断をするのに難
渋する場合、また、不整脈に対する薬物治療やカテーテ

ルアブレーションの選択にお困りになった場合等には、
是非ご紹介ください。どうぞ、宜しくお願い申し上げます。

眼科医師
中尾　志郎
　2年間国立成育医療研究センターで
小児眼科を学び、長崎医療センターで

また勤務することになりました。県央の医療に貢献でき
るよう精進してまいります。
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